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鶴 居
スローガン

※各年ともに９月３０日時点のもの（中津市の統計データーより）

（ ）年 （ ）年 （ ）年

人口

世帯数

高齢化率 ％

一人暮らし高齢者

高齢者のみの世帯

～ 歳人口

鶴居地区は沖代平野の水源である三口大

井手堰を擁し、豊かな土地柄から稲作や野

菜栽培が盛んな地域です。また、中津を代表

する祭の一つである「鶴市花傘鉾祭」が開催

されており、祭を通じて世代を超えたつな

がりが生まれている地域でもあります。

子ども食堂や見守り活動といった小地域

福祉活動も徐々に広がっており、支え合い

の地域づくりが進められています。

支えあい・ふれあい・助けあいでつながる

地域のきずなづくり

鶴居
人口 人

自治区数

実践目標①助けあいの気持ちでつながる防災の取り組みを

進めよう
実践目標②ふれあいを大切にした小さい単位のコミュニティー

づくりをしよう

実践目標③困っている人の をキャッチできる支えあいの
仕組みをつくろう
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大 幡
スローガン

※各年ともに９月３０日時点のもの（中津市の統計データーより）

（ ）年 （ ）年 （ ）年

人口

世帯数

高齢化率 ％

一人暮らし高齢者

高齢者のみの世帯

～ 歳人口

大幡地区は、市内でも人口や児童数が多

い地域で、 ヶ所の児童養護施設もありま

す。地形的には高台に位置し、ダイハツ九州

アリーナは、災害時の大規模な避難所とし

ての役割を担う場所になっています。

住民福祉活動では、以前より、給食ボラン

ティアや住民型有償サービス活動があり、

最近では週一体操の取り組みも盛んです。

また、平成 年より大幡の地域福祉を

推進する組織として、地域福祉ネットワー

ク協議会「大幡福祉の会“輪”」が、社会資

源調査や情報発信を行なっています。

“向こう三軒両どなり”支えられたり 支えたり

住みたくなる町 大幡

大幡
人口 人

自治区数

実践目標①あいさつ運動からはじまる近隣のつながりづくり

実践目標②みんなが集う楽しいまちづくり

実践目標③防災に対する住民の意識づくり

鶴居の社会資源
（ ３年度現在、登録状況や作業部会の方々の意見を参考に作成しています）

お宝 （住民による住民のための支え合いや参加を進める活動のことです）

住民同士の

交流・つな

がりの場

いきいきサロン

（３）

万田きずなの会（第３月曜・万田公民館）

湯屋仲良しクラブ（第 、 木曜・湯屋公民館）

南高瀬スマイルサロン（第 土曜・南高瀬公民館）

こども食堂 鶴居こいのぼり（第１土曜・鶴居コミュニティーセンター）

週一体操教室（３）

万田めじろん体操教室（毎週水曜・万田公民館）

高瀬太陽クラブ（毎週木曜・鶴居文化センター）

上ノ原健康クラブ（毎週火曜・上ノ原区民館）

その他 下永添を元気にする会

ボランティ

ア活動

給食ボランティア

ねぎの会（第４水曜・鶴居コミュニティーセンター）

人参クラブ（第 土曜・南高瀬公民館）

もみじ（第 木曜・万田公民館）

鶴居で活動する地

域ボランティア

胡桃（読み聞かせグループ）

中津マジックの会

中津地区更生保護女性会鶴居校区

防災活動 中津市防災士協議会鶴居部会、消防団

防犯活動
地区防犯パトロール隊

交通安全パトロール隊

その他 鶴居校区青少年健全育成会（ミニ集会）

関係機関主催の交流の場・社会貢献活動

名称 主催 対象・内容

オレンジカフェ三歩
特別養護老人ホーム

悠久の里

認知症の方やその家族等が気軽に参加で

きる場

地区内の相談窓口

高齢者の生活全般に関する相

談窓口
地域包括支援センター（高齢者相談支援センター）三光園

民生児童委員による心配ごと

相談窓口
毎月第１土曜 ： ～ ： 鶴居ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

その他の相談は、社会福祉協議会または市の総合相談窓口（ 参照）にお問い合わせ下さい


